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平成 30 年 6 月吉日 

第８１回ファインビット通信 

中村 中 

１、総合的ニーズに応える銀行の支店･システムはもはや不要になった 

（日経新聞平成 30 年 5 月 19 日の第１面） 

 

従来の金融機関の支店は、全ての顧客の全てのニーズに満足して貰うように、広いスペー

スに、種々の業務が対応できるように、機械や人材を配置していました。預金業務と決済

業務は、一階のオープンスペースで行われています。顧客受付担当者、その後方には事務

処理担当者、さらにその奥には、管理担当者が座っています。多くの地域金融機関の１階

は、メガバンクと違って、まだこの風景かも知れません。２階には、融資担当者、融資事

務処理者、その横には外報担当者がおり、支店長や副支店長はその後方にいます。３階に

は、大きな会議スペースや食堂、更衣室などがあります。
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バブル崩壊後、不良債権問題が発生し、収益好転を目指して、コスト削減で人材リストラ

と業務効率化が徹底されました。一方、外部への銀行業務シフトが行われるようにもなり、

コンビニへのATM・CD機、公共料金のシフト、ローンの物販業者、すなわち、マンショ

ン販売業者や住宅販売業者、自動車ディーラーへの事務手続きの委託、融資業務の本部へ

の移転に加え、最近では、ブロックチェーンの発展で、本人確認や自己情報入力処理、そ

の正誤チェックまで、銀行員の手から離れてしまいました。 

こうなると、支店内部の機械や人員もいらなくなり、支店の中は必要のない大きな空間が

増えるようになってしまいました。メガバンクの支店は、既に大きな空きスペースがあっ

て、このスペースを改善することになりました。これが、上に掲載した新聞に書かれた、

『銀行迫る「不良資産問題」』であり、『店舗・設備に減損リスク』ということになります。

フィンテックや仮想通貨またブロックチェーン普及後の銀行の支店の姿であり、動きと言

えるものです。 

一見、この新聞だけを読みますと、銀行取引をする個人や中小企業が大きな不便やサービ

ス低下に遭遇するように思われますが、銀行での業務は、既に機械化・自動化・省力化し

たものになっているということです。極端な言い方をするならば、駅員の居る駅の改札が、

自動改札機に変わったようなものです。駅の自動改札機は、利用者にとっては、セルフサ

ービスの負担は増えますが、今となっては、不便やサービス低下を感じないように、多く

の金融機関の支店は、機械化・自動化・省力化するようになると思います。 

この改善のスピードが速くなれば、金融機関に固定資産や、今までの店舗に導入したシス

テムに対する償却負担が大きくなるということです。そして、この動きは、銀行員の働き

方にも大きな変化をもたらし、支店の事務・営業人員の削減や職務転換となり、結局は、

この変革について行けない高齢な銀行員などは退職となります。金融機関には、職務転換

の研修負担や退職金負担が、費用増加としてプレッシャーになるのです。 

これらの現象を、一覧表にすると、以下の通りになります。 

預金業務（入金・支払い） 

預金業務のコンビニ等へのシフト（ＡＴＭ・ＣＤ・公共料金など） 

店舗内の預金業務のスマホ・ＰＣへのシフト（情報入力・本人確認業務）、 

融資業務（実行・管理・回収） 

融資実行業務の物販店へのシフト 

（住宅販売・車ディーラーなどの住宅ローン・オートローンなど） 

店舗内融資管理業務の金融機関の本部・審査部・融資部へのシフト 

（要管理先・破綻懸念先の管理、毎月の返済チェックなど） 

店舗内融資回収業務の保証協会・保証会社へのシフト（毎月返済が滞ると代位弁済する） 

決済業務 

決済手段の仮想通貨・マイレージ・クレジットカード・デビットカードへのシフト、 

（事務の煩雑化・手数料の負担感の大きい金融機関等の決済手段） 

⇓ 
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金融機関の収益の圧迫（経営資源への影響、ヒト・モノ・カネ・情報） 

・固定資産（店舗等）の減損処理負担増。 

・ブロックチェーンやフィンテックによる勘定系システムの償却負担の増加。 

・フィンテックによる支店の事務・営業人員の職務転換・退職の費用増加。 

 

一方、金融機関の現在の支店の業務内容を精査すると、銀行員の業務時間の多くの部分が

顧客サービスや顧客相談などに向けられず、行内における報告・管理などの「内向き業務」

に割かれていることが分かりました。このような無駄を解消するためにも、金融機関は、

支店の小規模化や改善また廃止を実施していくようになると思います。 

「銀行次世代店舗」のアプローチ（富士通総研） 

 

 

 

このような動きに対して、中小企業の顧問税理士や相談相手の専門家の皆さん、そして、

金融機関の役職員の皆さんは、自動改札機の傍に立つ、駅員さんや案内担当者の役割を演

じなければならないと思います。駅員さんが、乗客に、駅前のバスの行き先や観光地の案

内をしたり、土産物売り場やコンビニへの誘導、発車する列車や到着する電車の情報を教

えるように、皆さんは、金融機関の利用法や資金ニーズの見つけ方、有利な資金運用方法、

決済手法などについて的確な説明やアドバイスが必要になります。時には、自動改札機が

故障した時の対応も身に付けておかなければなりません。IT化・IoT化・AI化が急速に進

むと、ビジネスや金融について、駅員さんの新しい役割が増加するように、皆さんにも、

中小企業経営者に対する新しい動きや新ミッションが生まれるのかもしれません。 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

これからの２～６の項目については、通信講座「財務金融アドバイザー」の継続会員の皆様にお送

りしている「財金 A 通信６月号」の抜粋です。ご参考にして下さい。 

 

２、税理士事務所のための「経営・資金調達コンサル」勉強会へのお誘い 

本年 5 月 10 日、ビジネス教育出版社より拙書「新銀行交渉術、資金ニーズの見つけ方と対話」

が発売になりました。さっそく読んで頂いた継続会員の方から、 

｢脚本調で大変読みやすい本ですが、内容はかなり深く、掘り下げた勉強会をしてほしい。」との

ご要望が届いております。 

同時に、税理士事務所の方々から、 

「経営コンサルや資金調達コンサルの手法を、自分たちの抱えている事例で指導して貰いたい」 

との要望があります。 

そこで、継続会員の皆様に、この本に関するご質問をお受けし、回答と解説を行うと同時に、各

税理士事務所が抱えている案件に関するコンサルティングのお悩みをお聞きしたいと思っていま

す。 

私・中村中としては、年齢のこともあり、そろそろ講演会は絞り込み、継続会員の皆様のお役に

立ちたいと考えています。 

就きましては、月 1 回の全 3 回（3 ケ月）、午後 3 時 30 分から 5 時 30 分の 2 時間、 

㈱ファインビット（東京・大手町）にて、勉強会をしたいと思っております。 

この勉強会では、毎回、著作「新銀行交渉術、資金ニーズの見つけ方と対話」に関する質問をお

受けし私が詳しい解説を行い、その後に、各事務所のコンサルティング案件のアドバイスなどを

行います。案件がない場合は、この著作による事務所スタッフの研修会となります。 

事務所単位の勉強会となりますので、各事務所より 1～3 名（1 名以上の継続会員が必須）のご参

加をお願いします。 

（※ 4 名以上のご参加を希望される場合には、ご相談ください。） 

この 3 ケ月 3 回の勉強会は、１名以上の継続会員が含まれることを条件として、全 3 回で 10 万

円とさせて頂きます。そして、最終回の勉強会終了後には、約１～２時間の懇親会を実施させて

いただきます。（実費負担） 

今回は、その勉強会での著作「新銀行交渉術、資金ニーズの見つけ方と対話」の質問と回答のサ

ンプルを以下にお示しします。 

「新銀行交渉術、資金ニーズの見つけ方と対話」の P11～12 の文章について、「下線の部分につ

いて、詳しく説明して下さい。」との質問でしたら、私が、その周辺知識を含め、現在の経済情勢

や金融環境を参考にして、以下の後段のよう中村中の回答を致します。 
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≪勉強会での著作「新銀行交渉術、資金ニーズの見つけ方と対話」の質問と回答のサンプル≫ 

「新銀行交渉術、資金ニーズの見つけ方と対話」の P11～12 のうち、「下線の部分について、詳しく説明して

下さい。」との質問。 

高橋；皆様は最近の銀行に対して、なかなか手厳しいね。しかし、金融機関も、企業が行っている事業の内容や将来の成長

可能性をよく見て評価し、融資に結び付けようという「事業性評価融資」を積極的に推進することになっていますよ。

金融機関の融資プロセスは、下図のように企業審査、事業審査、担保・保証チェックの工程ですが、そのうち、従来

は網掛け部分を評価していませんでしたが、この事業性評価融資はここを評価して融資を行おうというものですね。 

ところで、皆様も、銀行に対して，確りした情報開示資料の提出をされていますか。付属明細付の税務申告の決算書

や、経営改善計画書また最近では、ローカルベンチマーク・ツールなどは銀行に届けていますか。 

その周辺知識を含め、現在の経済情勢や金融環境を参考にして、以下のように回答致します。（この回答は、

簡略したものです。） 

実は、来年の３月末で、金融機関のバイブルと言われた「金融検査マニュアル」が廃止になります。そこで、廃

止後の金融機関の「融資プロセス」を踏まえて、「企業審査、事業審査、担保・保証チェック」についてお話し

しながら、この文章の内容を掘り下げることにします。 

金融検査マニュアル廃止の前の融資審査は、債務者区分・格付けの指標や数値による形式重視の審査でしたが、

金融検査マニュアル廃止の後については、「資金ニーズと対話」を重視する実質的な審査に変わっていくものと

思われます。今後の融資審査は、融資件数や残高を大きく伸ばしながらも、不良債権を増やさないという手法で、

融資増加を狙ったものになると思います。 

従来は、下図の第１プロセスの審査後に、第２プロセスに審査に進みますが、現在では第１プロセスで合格点に

達しない場合は、第２プロセスの審査に進めないことが多いのです。そこで、金融検査マニュアル廃止後は、こ

の審査手法を逆転させて、各金融機関は事業審査を先ず実行し、次に企業審査を行うという審査手法を採用する

と思います。こうすれば、融資審査を通過する案件が多くなるからです。 

 

※ 税理士事務所のための「経営・資金調達コンサル」勉強会については、 

以下の e-mail アドレスまでお問い合わせください。 e-mail：info@fine-bit.co.jp  

●第１プロセス

第1行程

第2行程

●第２プロセス

金融機関の審査プロセス

企
業
審
査

定量要因分析(財務情報分析）ﾁｪｯｸ=自己資本比率･債務償還年数など

定性要因分析(金融検査ﾏﾆｭｱﾙ別冊）ﾁｪｯｸ＝非財務情報・営業力･販売力など

事
　
業
　
審
　
査

資金使途チェック 担保･保証チェック

短期マネーフロー、
（主に「資金繰り実績･
予想表」でチェック）

１)仕入･在庫・販売

コベナンツ
(財務制限条項）

２)賞与・決算

３)正常なる運転資金
　(短期継続融資）

長期マネーフロー、
（主に「資金運用調達
表」でチェック）

１)設備
２)長期運転資金
３)貸出構成修正
４)事業再生
５）経営改善支援

流動資産担保
(ABL等）

第1ﾌﾟﾛｾｽ、第2ﾌﾟﾛｾｽの
審査でリスクが大きい時

資本性借入金
（融資）

(含､ファンド支援等)

１)創業(成長)
２)業種転換
３)自己株式購入
４)M＆A
５）事業承継

従来型
固定資産担保
(不動産・株式等
含定期預金）

mailto:info@fine-bit.co.jp
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３、MPS よもやま話 

『事業再生の現場から 

～専門知識不要。「徹底的な情報管理」という支援方法～ 

 

ある小規模企業（A社とします）にて大変有効だった支援手法をご紹介します。 

A社は、家族と従業員数人で営んでいる小物の製造卸売業です。近年は業界全体の不調の影響もあ

り売上は右肩下がり、赤字が続いていました。もちろん内部的な問題も山積しており、こうした状況

に陥った遠因は「情報の蓄積や共有などをしておらず、過去の成功や失敗が次に活かされずに同じ失

敗を何度も繰り返す状況だったこと」と推察されました。何より社長が「過去のことを振り返ったっ

てしょうがない、とにかく今後の売上のことだけ考えろ」「利益率？そんなの関係ない、赤字にさえ

ならなければ利益率が低くてもたくさん売上をとればいいだろう」という頑なな思想を持っており

（それで赤字から脱却できないのだから、何かが悪いのだろうと普通は思うはずですが…）、これま

で、どこで儲けてどこで損しているのか、今後どこを狙っていくべきなのかも全く分からない状態で

した。 

（省略） 

 こうした支援は専門知識不要の一方、情報編集力（どんな情報をどう分類、整理して記録するかの

見極め）と、収集する情報が「徹底的」であることがキーです。 

 

(株)マネジメントパートナーズ コンサルタント 古坂 真由美 

 

４、関西からの一言 

『特例承継計画の作成における認定支援機関の役割』 

 

以下、若手の山本税理士と先輩のベテラン田中税理士のやり取りです。 

山本税理士（新人）： 3 月決算もやっと落ち着き、ホッとしています。 

田中税理士（ベテラン）：5月 16日に中小企業庁の HPで公表された認定支援機関向け特例承継計画の

記載マニュアルはもちろん目を通されましたよね？ 

（省略） 

新人：実際の承継は、数年後でも、計画を早めに提出しておこうといった場合、承継後の 5 年間の経

営計画を立てるのが容易ではない場合もあると思うのですが・・・。 

ベテラン：始めから精緻な計画を立てる事が重要ではなく、先ずは、現経営者と後継者、認定支援機

関との間で事業の将来ビジョンを共有することが第一でしょう。計画は修正することが可能です

し、社会情勢の変化等で修正せざる得ない場合も生じると思います。会社によって状況は様々だ

と思いますが、計画の策定支援をきっかけに事業承継が促進する場合も大いにあると思いますよ。 

 

              中村中との共著者、公認会計士・税理士 中村文子 
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５、メーカー・製造業コンサルタントからの助言 

 

はじめまして。コンサルタントをしている川西智子です。 

今回、縁あって財務金融アドバイザー通信の執筆陣に加えていただくことになりました。 

初回の今回は、簡単な自己紹介をさせていただきます。 

 

 幼い頃から、職人仕事が大好きで、得意分野は国語や英語だったにも関わらず理系に進みました。

大学も周囲の反対を押し切って、地元九州（大分県）から、あこがれの室蘭にある日本刀の工場を見

ること、材料工学を修めることを目標に北海道まで行きました。北海道大学学部・修士、修了。当時

はクラス 120 人中 2 人しか女性がいませんでした。その後、工場で働きたいとチャレンジするも、や

はり当時は、「女性は工場には向かない、要らない」という背景のなか、やっと門戸を開いてくれたア

ルミ箔製造会社に勤めることができました。この会社で、生産技術・生産管理・品質管理・開発、開

発営業と、製造業のひととおりの業務を知識だけでなく実務として経験させていただきました。その

意味では、他のコンサルタントよりも深く製造業をみることができ、また関わっていくことができる

と思います。 

 その後、経営層－管理層－現場担当者間の軋轢を解決する方法を模索する中で、経営コンサルタン

トという職業があると知り、日本の製造業コンサルティングで有名な㈱日本能率協会コンサルティン

グに転職しました。ここでは、工場業務の見える化・改善手法、ナレッジマネジメント・プロジェク

トマネジメント等について学ぶとともに、大手携帯電話製造メーカー（3 年間の常駐支援）、大手医療

器具製造メーカー、大手食品製造メーカーの支援に携わらせていただきました。大手企業のコンサル

ティングにより、機能する組織の在り方、その管理の在り方等を現場に入り込み経験・体得すること

ができました。 

 その後、経営全般を見ることができるコンサルタントを目指し、最も支援がむずかしいと考えられ

ている事業再生の分野に足を踏み入れるべく、㈱マネジメントパートナーズに所属させていただきま

した。関わらせていただいた企業は、約 50 社。売上規模は数千万円～数百億円までとさまざまですが、

一貫して、経営者・主要従業員を巻き込んでの、理解を得ながらの経営改革・事業改善に一緒に取り

組ませていただいております。 

 80 歳の江戸っ子経営者が、「よくうちの会社のことをここまでわかってくれた！」と金融機関担当

者を通じてお聞きしたり、「命を削ってまで、言いにくいことを指摘してくれた！」などのお言葉を経

営者の方から言っていただけることがあり、この仕事をやっていてよかった、と思う日々を過ごして

います。 

 今後の夢は、困っている企業は早期に困窮状況からの脱却に、良い会社は更なる利益創出に、早期

に取り組んでいけるような支援体制を税理士の先生方との協力でつくっていき、地域経済の活性化、

ひいては日本経済の活性化につなげていきたい、そのために製造業に関わる経営者・従業員の皆さま

すべてが働き甲斐を感じながら働けるようにご支援していきたい、と考えています。 

 次回以降、経営改革・事業改善、財務金融アドバイザーとしての知識を活用した金融調整の事例を

具体的に紹介させていただきたいと考えています。 
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６、特典恩典－沢山のお申込みを頂いております 

4/13 (金)、『継続会員特別恩典』のお知らせをメールにて、

財務金融アドバイザー通信講座の全認定者の皆様へ 

お送りいたしました。 

早速、沢山のお申込みを頂いております。 

 

◎ 新刊「新銀行交渉術」 

ゴールデンウィーク明けに書店に並びました。 

大変読みやすいと好評を頂いております。 

財務金融アドバイザー通信講座認定者への事後学習に 

最適。「捨てられる税理士」と言われないために！ 

是非、ご一読を 

 

◎ 経営計画策定講座【DVD3 枚組】 

 

財務金融アドバイザーのテキスト１・２・３に沿った解説 DVD（改訂版）が、 

ビズアップ総研から発売となりました。 

中村中が各テキストについて 3 時間（1 時間ごと 3 回）、3 冊で 9 時間に亘って解説し

ました。この改訂版には、40 分の「現在の金融状況と解説」も新しく加えています。 

コンサルティング活動を事務所役職員の全員で計画している税理士・会計士の 

事務所などを想定して、事務所内勉強会用に作成しています。 

活用方法 

１）財務金融アドバイザーのテキスト１・２・３の修了者の履修内容の再確認教材 

２）新たに、財務金融アドバイザーのテキスト１・２・３の受講される方の補助教材 

３）近隣の金融機関との勉強会の教材、 

４）顧問先、関与先との勉強会の教材 

特典１と同様、財務金融アドバイザーの継続会員の皆様限定にて、 

特別価格でご案内いたします。 

   経営計画策定講座【DVD3 枚組】定価 129,600 円（税込） 

    ⇒ 特別価格 108,000 円（税込） 

※ DVD『特別価格』専用申込書は、以下 URL よりダウンロード、 

FAX をお送りください。 

（注）ビズアップ総研 オンラインショップからのお申込みの場合は、 

特別価格が適用になりません。 

URL：https://www.openskyschool.jp/fileref/sites/zaimu/DVDmousikomisyo（zaikinA）.pdf 

 

以上 

https://www.openskyschool.jp/fileref/sites/zaimu/DVDmousikomisyo（zaikinA）.pdf

